
1 

 

７０歳以上の高齢者無料化と運転免許証自主返納支援制度の変更と回数券の導入について 

 

○７０歳以上の高齢者の無料化について 

（導入理由） 

 ２７年度に策定した「武豊町地域公共交通網形成計画」内において、目指している将来像

を「お年寄り等が、安全に暮らせ、気軽に移動できる生活の足の確保」と規定している。 

 また、加齢による反射神経などの能力低下に伴う高齢者の危険運転が社会問題となってお

り、高齢者の運転対策が必要である。本町は、１，７００日以上連続交通死亡事故ゼロを達

成しており、この記録の更新を目指している。そのためには、コミュニティバスを含めた公

共交通が高齢者の自動車の運転に替わる生活の足として更なる定着が重要である。 

 形成計画の将来像及び交通安全対策による「安心安全で暮らしやすいまち」の実現のため

に、高齢者に対する地域公共交通の無料化を実施する。 

 

（無料化する年齢について） 

 運転免許の更新の際、「高齢者講習」を受ける必要が生じる７０歳以上を無料化する対象

年齢として設定する。 

 これにより、運転免許の更新時期に自家用車の所有を見直し、健康に暮らせる年齢での「生

活の足」の選択肢として地域公共交通の活用を促進させることで、健康寿命を延ばし、医療

費の削減などの福祉的施策ともつなげることを目的とする。 

 また、７５歳以上になると７５歳未満の運転者と比較して死亡事故が大幅に増加するとい

う統計がある中で、７０歳から無料化を実施することで自家用車の所有と並行して地域公共

交通を使うような仕組みとし、免許更新時に免許の自主返納を促すことができる。 

 そのため、本町の公共交通の利用における無料乗車券の発行対象年齢は、７０歳以上と設

定する。 
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（運用開始時期） 

 令和元年１０月１日（火）から 

 

（対象者） 

町内に住所を有する満７０歳以上の高齢者 

但し、他人に譲渡、貸与、又は不正に使用したことが判明した場合、無料乗車券の返還

を求めることがある。 

 

（無料乗車券発行方法） 

無料乗車券発行場所：役場防災交通課 

必要なもの：運転免許証やマイナンバーカードなどの身分証明書、印鑑 

手順：１．上記必要なものを持参して役場防災交通課窓口に来庁してもらう 

   ２．定められた申請書に記入の上、押印してもらう 

   ３．記載内容を確認し、申請者に無料乗車券渡す 

 

（発行時期） 

 令和元年９月上旬から受付開始  

９月中にダイヤ変更などの説明会等を開催し、登録を促す（予定） 
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○運転免許自主返納支援事業の変更について 

 現在、６５歳以上の運転免許自主返納者に対し、２年間のコミュニティバス無料乗車券

の交付を行っているが、７０歳以上の高齢者の無料化制度の導入に伴い、運転免許証自主

返納者に交付する無料乗車券の期限を撤廃し、希望者に対し１０月１日以降使用できる無

料乗車券の再交付を行う。 

 

（無料乗車券発行方法） 

現状と同様の方法から変更なし 

運転免許の自主返納を行う際に交付される「運転経歴証明書」等の書類を役場防災交通

課に持ってきて頂き、窓口にて発行する。すでに自主返納を行い、２年間の無料乗車券を

発行している人については、調査を行った後、再発行の手続きを行う。 

 ※自主返納し、２年間の有効期限が切れた方についても再発行の手続きを行う 

 

【令和元年１０月以降の運賃の整理】 

種 類 運賃の額（１回） 適 用 方 法 

大人・子供 １人１００円 
大人とは、中学生以上とする。 

子供とは、小学生とする。 

未就学児 無料 未就学児とは、小学校就学前の者とする。 

介助者 無料 

介助者とは、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

手帳の交付を受けている人を介助するために共に乗車

する者とする。（手帳所持者１名につき介助者１名の

み対象とする） 

70 歳以上の高齢者及び 

運転免許証自主返納者で

無料乗車券所有者 

無料 
役場防災交通課で交付申請をし、無料乗車券の交付を

受けた者とする。 

コミュニティバス間及び

バスと接続タクシーとの

乗継者 

無料 

北部線（赤ルート）から南部線（青ルート）に乗り継

ぐ人又は、南部線（青ルート）から北部線（赤ルー

ト）のバスに乗り継ぐ人及び接続タクシーからバスに

乗り継ぐ者。※乗継券を運転手に渡し、乗換後のバス

及びタクシーでの運賃は支払わない。 

 

（期限） 

 ７０歳以上の無料券及び運転免許自主返納者への無料券どちらも発行日以降、期限は特

に定めない。 

 

（周知方法） 

 ９月１日号 広報たけとよの全戸配布 

 コミュニティバス車内及び停留所看板への案内チラシの掲示 
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○回数券の導入について 

 

 今年の２月に武豊町コミュニティバス利用促進友の会が多くの方にバスを生活の足とし

て活用してもらうことを目的に試験的に回数券を販売した。その結果、２週間で５０セット

が完売し、多くの利用者から継続の要望の声が上がっている。 

こうした声に継続的に応えるため、引き続き、町の事業として回数券制度を導入する。そ

れにより、コミュニティバスを含めた地域公共交通を定期的に利用してもらい、生活の足と

なる利用者の増加を狙う。 

 

【販売方法】 

 コミュニティバス車内で運転手による販売 

 ※接続タクシーにおいても券の使用は可能だが、販売は行わない 

 （利用する車両や運転手がその都度変わるため券の管理が困難であるため） 

 

【販売価格】 

 １１枚綴り１，０００円（通常利用より１００円得） 

 

【開始時期】 

 令和元年１０月１日（火）から 

 

【利用期限】 

 利用期限は原則設定しない 

 ※ただし、利用料金等の制度変更がある場合を考慮し、公共交通会議での協議を通じて利

用期限を設ける場合がある。 

 

【清算方法】 

 運行事業者が毎月末に町へ請求する委託料のうち、回数券販売分を差し引いた額を請求

（回数券利用者数は、別途回数券利用者としてカウント） 

 

【告知方法】 

 ・バス車内及び停留所への掲示物の掲出 ・広報たけとよ（９月１日号） 

 

【注意事項】 

 遅延発生防止の為、お釣りが発生する場合は購入できない 

 安全運行ができる場所で販売を行うためにできる限り「武豊町役場」停留所での停車時に

購入して頂く 

 町との協議の上、作成した回数券を運行事業者により準備する 
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＜参考＞ 

〇７０歳以上の無料化に伴う事業収支への影響について 

 

（現状分析） 

 平成３１年４月中に年齢別の乗車調査を行ったところ、以下の結果となった。 

 調査サンプル数：２１４人 

年齢 人数 割合 
６５歳未満 ６８人 ３１．８％ 

４３．０％ 
６５～６９歳 ２４人 １１．２％ 
７０～７４歳 ２５人 １１．７％ 

５７．０％ 
７５～７９歳 ２７人 １２．６％ 
８０～８４歳 ４２人 １９．６％ 
８５～８９歳 ２７人 １２．６％ 
９０歳以上 １人 ０．５％ 

  ※６割程度が７０歳以上の利用者 

 

（高齢者の無料化による運賃収入額の見通し） 

令和元年１０月以降の運賃収入額の見込額に上記７０歳以上の利用割合（６０％）をか

けて、運賃収入額の減額分を算出する。 

なお、運賃収入額については、ルート・ダイヤ見直しによる利用者の増加を見込み、現

状の運賃収入額の５％増の月５０万円として、見込額の算出を行う。 

 

 年間運賃収入見込額…５０万円×１２（ヵ月）＝６００万円 

（年間運賃収入見込額）×（７０歳以上の利用者係数）＝（７０歳以上無料化時の運賃収入減額分） 

６００万円  ×    ６０％    ＝       ３６０万円 

 現状の運賃収入見込み額に対し、７０歳以上を無料化することで年間での町負担額は、 

３６０万円増加が想定される。 

 

 地域公共交通事業の収支を単独で考慮すると収支悪化（行政負担の増大）を招くことにな

るが、高齢者の外出支援の確保に加え、全ての町民が安心して暮らせるようにする社会的価

値に対して行政負担を追加してでも確保すべきと判断している。 

 

 


